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台達は 1971 年に社員 15人の町工場として創設され、その後ほぼ一貫して成長し、2017 年時点
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This is a case study of an excellent steady and sound management company in Taiwan - “Delta
Electronics” (Delta). Delta was established as a small factory with only 15 employees in 1971, then, has
continuously developed and become a large corporate group with about 87 thousand employees and the
revenue of US$ 7.3 billion in the world. Its main products are various electric and electronic parts &
components including switching power supplies, motors, electric fans, and so on. In recent years, it has
actively promoted electric energy management solution business.
The foundation of its continuous development is a steady and sound management style, which is derived
from the management philosophy of Mr. Bruce C. H. Cheng, the founder of Delta. This study tries to
examine its management in detail through dividing it into two aspects: (a) steadiness as a manufacturing
company (i.e. the shift and diversification of main products, overseas evolution, and R&D) and (b)
soundness in corporate management (i.e. the control of corporate group, human resource management, and
environmental management).
The main findings are as the following. In regard to (a), Delta showed good practices such as
commitment to R&D and quality control, quick and attentive service for clients, and international customer
development from the beginning. Then, it has steadily developed the product lineup in response to the
successive rises of various application product markets (e.g. home appliances, ICT, green energy products,
automation machines, green buildings, EV, and so on). As examples of its steady management style, I
mention some practices such as the utilization of technological synergy, the development of higher value-
added and more profitable products, and continuous effort for improvement of products.
Regarding (b), this study reveals a well-developed mechanism for integrating globally-allocated group
companies/branches, various devices and programs for promoting employees’ capability and ingenuity, and
earnest and comprehensive commitment to environmental management. Among these, environment
management is seen as a critical element for realizing Delta’s corporate principles - “environment protection,
energy conservation, Earth protection”, which is a substantial mission statement for the company.
In addition, I analyze the management revolution which started in earnest in 2017. It is pointed out that
one of the purposes of this revolution is to grasp business changes brought by the rise of next generation
industries such as industry 4.0, big data, 5G, EV and so on, besides the existing environmental energy
business. Especially, smart manufacturing solution is expected to become one of the core businesses for
this company in the future. Another purpose of this revolution is to deal with intensified competition,
especially with fast-growing rivals from China such as Huawei.
Key words: Delta Electronics, energy management, environmental management, smart manufacturing






崇華氏（Bruce C.H. Cheng）（現在、台達グループ名誉董事長）により 1971年に創設された。
鄭氏は、1936年、中国福建省に生まれ、幼少時代を同省の建甌、水吉などで過ごした。当時
は日中戦争や国共内戦の戦乱の時期にあたっており、それが鄭氏の運命をも大きく左右す




























Officer）そして「台湾科技教父」（Godfather of Taiwan Tech）と呼ばれるに至った。台達は、
環境保護を含む企業の社会的責任（CSR：corporate social responsibility）への取り組みでは、
台湾の産業界をリードする企業の一つと看做されている。台達の経営理念である「環境保護























1 筆者による台達本社（台北市）での訪問調査は 3度実施された（2013年 11月 28日、2015年
1月 27日、2017年 9月 26日）（引用時には、各々、delta-2013、delta-2015、delta-2017と記す）。






いる。（図表 1、図表 2）。2017 年の売上高に占めるシェアでは、パワーエレクトロニクス
53％、オートメーション 15％、インフラストラクチャー31％、その他 1％となっている（台




















4 この他、2015 年 1 月、台達本社訪問時に聞いた同社製品の優位性を物語る例として以下のよ












4図表 1 台達電子の主な事業分野（2017 年～）
出所：台達電子 HPに基づき作成（2018年 10月 15日閲覧）。
図表 2 台達電子の主要製品（2017 年～）
注：略語の意味 RF=radio frequency（高周波）、EMI=electromagnetic interference（電磁妨害）、DC=direct current






















































5気自動車）、HEV=hybrid electric vehicle（ハイブリッド電気自動車）、HMI=human machine interface（ヒュー
マン・マシン・インターフェイス）、UPS=uninterruptible power supply（無停電電源装置）。
出所：台達 HP（主に Global-Englishをベースに日本語版を参照）に基づき作成（2018年 10月 15日閲覧）。







プし整理したものである（データは 2016 年当時）。台湾の主力産業・業態である EMS
（electronics manufacturing service 電子機器受託製造サービス）、半導体、液晶パネル、PC・
周辺機器を主要事業とする企業グループが大半を占めるなか、電機・電子部品を主要製品と
資産総額 売上高 税引後純益 利益率
グループ
企業数
企業名 英語名 主要製品・業態 （百万NT$） 順位 （百万NT$） 順位 （百万NT$） 順位 （％） 順位 （社）
1 鴻海科技 Hon Hai EMS 3,520,068 6 5,304,153 1 156,336 3 2.95 64 936
2 台灣積體
電路製造
TSMC ICファウンドリ 1,901,404 15 961,149 6 334,798 1 34.83 9 30
3 廣達電脳 Quanta EMS 587,430 26 893,982 8 15,138 21 1.69 74 77
4 明基友達 BenQ & AUO 液晶ディスプレイ，
液晶パネル等
571,160 27 503,957 13 12,414 32 2.46 68 183
5 聯華電子 UMC ICファウンドリ 550,187 28 269,958 30 13,789 26 5.11 51 135
6 日月光 ASE 半導体後工程受
託製造
490,524 34 283,084 25 24,145 10 8.53 39 123
7 金仁寶 Kinpo & Compal EMS等 449,766 38 912,376 7 10,077 40 1.10 80 196
8 和碩 Pegatron EMS 444,575 39 1,157,721 4 19,340 15 1.67 75 102
9 聯發科技 MediaTek ICファブレス 373,691 41 280,186 26 23,701 11 8.46 41 103
10 群創光電 Innolux 液晶パネル 371,480 42 287,089 24 1,871 74 0.65 84 47
11 華碩 ASUSTek PC・周辺機器，ス
マートフォン等
364,220 43 466,803 15 19,203 16 4.11 56 103
12 緯創資通 Wistron EMS 315,776 45 716,538 9 4,703 56 0.66 83 110
13 光寶 Lite-On 光学ドライブ等 281,035 52 271,197 29 9,685 43 3.57 60 154
14 台達電子 Delta 電機・電子部品等 278,009 53 258,628 31 18,798 17 7.27 44 133
15 大同 Tatung 重電，家電等 264,739 54 110,656 43 ▲ 3,289 94 ▲ 2.97 92 133
16 英業達 Inventec EMS 183,610 60 429,112 16 5,552 50 1.29 77 59
17 群光藍天 Chicony & Clevo PC・周辺機器 180,237 62 97,846 48 3,584 61 3.66 57 154
18 宏碁 Acer PC・周辺機器，ス
マートフォン等
165,674 65 232,724 33 ▲ 4,900 97 ▲ 2.11 91 103
19 矽品精密 SPIL 半導体後工程受
託製造
123,760 71 85,112 53 9,933 42 11.67 31 6
20 威盛電子 VIA ICファブレス 117,298 73 91,938 49 ▲ 10,308 98 ▲ 11.21 97 115
6する台達が善戦していることが分かる。鴻海科技に代表される EMSは資産総額や売上高で
は大きくとも利益率は低いことが見て取れる。他方、IC ファウンドリ（半導体前工程受託













































































































































































































5 2017 年、安川電機の売上高（4,485億 2,300万円）に占める主要製品のシェアは、モーション
コントロール（AC サーボモータ・コントローラ、インバータ）47.3％、ロボット 36.4％、シス
テムエンジニアリング（鉄鋼プラントシステム・社会システム、環境・エネルギー）11.8％、そ
の他 4.5％である（安川電機, 2018, p. 64より計算）。









































2 1980 年代：PC 関連製品へ転身
1980年代は世界および台湾で PCビジネスが勃興し始め、台達も PC関連市場に進出する
ことで急成長を実現した（第 2の 10年間は売上高の年平均成長率は 41％であった）7）。PC



























































めた。当時、台達は EMI フィルタとスイッチング電源を世界の主要 PC メーカーに納入し
ていたが、こうした顧客のニーズに応えるためにグローバルな供給能力を持つことが必要
となったのである。先ず、1987 年にメキシコのノガレスに工場を建てた。台湾での人手不
足や大幅な台湾元の元高（1986年）に加え、米 PCメーカーの HPと Appleとの取引開拓の
ために、米国近隣のメキシコへの工場建設が決まったのである（米国への出荷には税制上の









































































































の 3分の 1から 4分の 1を占めるといわれる。鄭崇華氏は、2004年、タイでグリーン建築
「Bio Home」を視察し省エネでも快適な環境が得られることに感銘を受け、その後台達の
工場等を全てグリーン建築にすることを決意した。第 1 弾として、2005 年末、南部サイエ











































































































注：略語の意味 HVAC=heating, ventilation, and air conditioning（暖房・換気・空調）、DLP=digital light processing。























































注：略語の意味 DALI=digital addressable lighting interface（照明制御分野の国際標準通信規格）、MWp=
megawatt peak、PV=photovoltaics（太陽光発電）、CNC=computerized numerical control（コンピュータ数値制











































































18 そのモジュールとは、Energy Saving Index、Elevator Power Generation、Cooling Tower、Electricity
Trend Chart、Electricity Consumption、HVAC（Heating, Ventilation, and Air Conditioning）Analysis、
Wind Power、Outdoor/Parking Lot、Environment Monitoring、AHU（Air Handling Unit）Power
Consumption、Solar Energy、Power Consumption Analysis、Rain Collection、Indoor Air Quality、Per








基金会, 2016, pp. 70-81）。台達は、2006年以降建設される自社の建物をすべてグリーン建築
の基準を満たすものにするという方針を打ち出している。2017 年には、台達のグリーン建
築認証を受けた建築物全体として、13.29 GWh（ギガワット時）の節電、8,414 トンの CO2
削減の効果があがっている（台達電子, 2017, p. 63）。
図表 10 台達電子のグリーン建築
（a）自社工場・オフィス等














LEED Platinum (Building Renovation)*
58
台南工場第1期 2006 EEWH Diamond 38
桃園研究開発センター 2011 LEED Gold，EEWH Gold 53
台南工場第2期 2013 EEWH Diamond 61





北京オフィスビル 2012 LEED Silver 73
インドRudrapur工場 2008 LEED-India Gold 76
インドGurgaon工場 2011 LEED-India Platinum 54
インドMumbaiオフィスビル 2015 LEED Platinum 76
米国本部 2015
LEED Platinum，
CBE Annual Livable Buildings Award
94
EMEA本部 2017 BREEAM Very Good 65







































成功大学台達ビル 2009 EEWH（School Category） 38
成功大学グリーンマジックスクール 2011 LEED Platinum，EEWH Diamond 84
清華大学台達ビル 2011 EEWH Bronze 4
那瑪夏民権国民小学校 2012 EEWH Diamond 51






























除し、台達を高く評価する者もあったという（鄭崇華, 2010, 第 5章）。
さて近年における台達の全世界の拠点分布状況は、図表 11 と図表 12 に示した通りであ
る。海外の拠点数でいえば、中国、欧州、米国に多い。特に中国は、（台湾を含む全ての）




20 この近況は、2017年 9月 26日の台達本社訪問時に提供された資料による。
24







営業所 104 61 20 39 163
工場 32 19 4 3 39
研究開発センター 43 23 9 12 64
合計 179 103 33 54 266
出所：台達電子本社訪問時（2 017年 9月 26日）に提供された資料より引用（データは 2017年 9月より少
し前の時点のものとみられる）。
図表 12 台達電子の主要拠点とその役割（2017 年）
出所：台達電子本社訪問時（2017年 9月 26日）に提供された資料に基づき作成。
台達グループの収入の分布では、2017年全収入 2,235億 7,751.4万台湾元の内訳は、中国
55.16％、米国 15.48％、台湾 3.14％、その他 26.22％である（台達電子, 各年版の 2017年版,
p. 178 より計算）。また、従業員分布では、2017 年全社員数 8 万 7,366 人の内訳は、中国
71.18％、台湾 10.19％、東南アジア 15.20％、欧州 2.56％、米州 0.57％、東北アジア 0.30％
である（台達電子, 2017, p. 81）。
国名 都市名 営業 生産 R&D 国名 都市名 営業 生産 R&D 国名 都市名 営業 生産 R&D
台北 ○ ○ ノルウェー ドラメン ○ ○ カナダ バンクーバー ○ ○ ○
桃園 ○ ○ ○ 英国 グラスゴー ○ ○ シアトル ○
中壢 ○ ○ ○ ポーランド ワルシャワ ○ ○ デトロイト ○ ○
新竹 ○ ○ ○ アムステルダム ○ ローリー ○ ○
台中 ○ ○ アイントホーフェン ○ サンフランシスコ ○ ○
台南 ○ ○ ○ ゾースト ○ ○ ダラス ○ ○ ○
北京 ○ フランクフルト ○ オースチン ○
上海 ○ ○ テニンゲン ○ ○ ヒューストン ○
江蘇省・呉江 ○ ○ ○ フランス パリ ○ ロサンゼルス ○
安徽省・蕪湖 ○ オーストリア ウィーン ○ ○ ○ サンディエゴ ○ ○
湖南省・郴州 ○ スイス ベルン ○ ○ メキシコシティ ○
広東省・東莞 ○ ○ ○ ドゥブニカ・ナド・ヴァフォーム ○ ○ ○ ティファナ ○
新疆ウイグル自治区・ウルムチ ○ リプトフスキー・ハラードク ○ ○ ○ コロンビア ボゴダ ○
盛岡 ○ ミラノ ○ ペルー リマ ○
東京 ○ ○ ローマ ○ サン・ジョセ・ドス・カンポス ○ ○
名古屋 ○ ルーマニア ブカレスト ○ ○ サンパウロ ○ ○
大阪 ○ スペイン マドリード ○ クリチバ ○
韓国 ソウル ○ サンクトペテルブルク ○ アルゼンチン コルドバ ○
ミャンマー ヤンゴン ○ モスクワ ○
タイ バンコク ○ ○ ○ トルコ イスタンブール ○
マレーシア クアラルンプール ○ ドバイ ドバイ ○
シンガポール シンガポール ○ ○ エジプト カイロ ○
ルドラプール ○ ○ 南アフリカ ヨハネスブルグ ○































































末時点で全世界に約 70ヵ所の R&Dセンターを持ち、9,300名の R&Dエンジニアを擁する




・ 米国ノースカロライナ：「Delta Power Electronics Laboratory」－高効率・高電力密度のイ
ンバータ。「Delta Networks R&D Laboratory」－ネットワーク製品。
・ ドイツ：スイッチング電源（ハイブリッド車、スーパーコンピュータ、ハイエンドサー
バー、通信、データセンター、風力発電パワーコンバータ等向け）。
・ 中国：上海「台達電力電子研究センター」（Delta Power Electronics Center 1999年設立）
－先進的省エネ技術。上海・東莞・呉江の実験室－「中国合格評定国家認可委員会









国のMIT、バージニア工科大学（Virginia Polytechnic Institute and State University）、ケース・


















































































































































































































































































17 年にかけて、55％→46％→28％→20％とかなり減少している（台達電子, 2016, p. 10; 台達電





























時間は 48時間であった（台達電子, 2017, p. 91）。2016 年は、同様の数値は、総支出
442 万 867 米ドル、総訓練時間 229 万 1,484 マンアワー、社員平均 29 時間であった




































から 35 個のプロジェクトが提出され（応募はチームでも個人でも可）、うち 7 チームおよ
び 12人（個人）が受賞した。2017年末までの累計で、50チーム、12人（個人）が受賞し、
賞金額は総額 4,200万台湾元を超えた（台達電子, 2017, p. 33）。受賞作品・アイデアは、実
30 台達は、優秀な電力電子専門人材を育成するために、MIT、北京大学、中国科学院、台湾大学、
シンガポール国立大学を含む 15 の大学・研究機関と産学連携を行い、334 万米ドルをそのプロ





































達電子, 2017, pp. 18-19）。
図表 14 台達電子「企業社会責任委員会」の組織図
注：略語の意味 HR=human relations、IT=information technology、EMS=environmental management system、
























ー・プロジェクト（Carbon Disclosure Project：CDP）」32） に参加し、「GHG プロトコル
（Greenhouse Gas Protocol）」33） に基づき、温室効果ガスの主要生産拠点での直接排出量と
間接排出量を算定している。台達では、2009年から各生産拠点で ISO 14064-1（温室効果ガ
ス排出量算定と検証に関する規格）の認証取得が始まり、2017 年までには全ての主要生産









革命後の地球の気温上昇を 2℃以内に抑える」という COP16（国連気候変動枠組条約第 16
回締約国会議）の「カンクン合意」（2010年）に応えようとする努力の一環でもある（台達
電子, 各年版の 2017年版, p. 55）。
第 3に、気候変動政策へのコミットメントとは、政府のグリーンエネルギー科学技術政策
への提言や国際気候変動政策への関与である。具体的には、2013年より「低炭素建築連盟」
（「低碳建築聯盟（LCBA：Low Carbon Building Alliance）」）と共同で台湾建築物カーボンフ
ットプリント製品種別基準（CFP-PCR）システムを推進する、国際的気候発展シンクタンク
との共同で国際グリーン金融の趨勢・政策・運営状況について研究する、といったことであ










いる（https://sustainablejapan.jp/2017/02/20/cdp/18357 2018年 12月 10日閲覧）。
33 GHGプロトコルは、温室効果ガス排出量の算定と報告の基準のことであり、「世界資源研究所
（WRI：World Resources Institute）」と「持続可能な開発のための世界経済人会議（WBCSD：World





子, 2017, pp. 11-12）。
最近では、2017 年にドイツのボンで開催された COP23 のサイドイベントで「イクレイ












































〔heating, ventilation, and air conditioning 暖房・換気・空調〕、バーンインリカバリー・シス
テム、製造プロセス改善、その他）での省エネプロジェクトの成果（トータル）を紹介する
と、プロジェクト数は 1,582件、省電力は 18万 8,920 MWh、低炭素は 15万 2,527トン CO2e
であった。なお、台達は、2017年に工場・建物の省エネ・環境保全のために約 1,060万米ド
ルを投資した（台達電子, 2017, p. 62）。























リアルタイム情報を上述の Delta Energy Onlineと結合して監視・制御し、節水機会を探究し
ている。





















年までに 6 回開催され、90 以上の国より 5,537 チームが参加した。受賞作品は実際に





協会（USGBC：US Green building Council）の認証を獲得した（国内初）（台達電子文教






アの訓練を開始した。2017 年には、全世界の拠点で、社員ボランティアの数は 605 人、サ
ービス提供時間は 2,064時間、サービス接受者の人数は延べ 1万 1,200人に達した。省エネ






そ 7割で、引退あるいは離職した後も参加し続けるものもいる（以上、台達電子, 2017, p. 98;
台達電子文教基金会, 2016, pp. 191-299による）。
以上のような台達の CSR 活動は国内外で高く評価され、数々の栄誉を獲得している。例
えば、国際的には、「Dow Jones Sustainability Index（DJSI）」で 2017年に「DJSI World Index」
への選出（7 年連続）、「DJSI Emerging Markets Index」選出（5 年連続）、および、2017 年
「Climate Change Leadership of CDP（Carbon Disclosure Project）」Aクラス獲得（2年連続）
などである。 加えて、「遠見雑誌企業社会責任賞」「天下 CSR企業公民賞」「台湾企業永続











図表 15 と図表 16は、台達の「年報」（台達電子, 各年版）に掲載されている組織構造図を
基に、其々、同社の企業組織構造とその 2000年代末以降の変化を整理したものである。
グローバル拠点配置については、2009年時点で中国、東北アジア、欧州、米州、その他と
5 大地域に大括りされていた。これが 2011 年にはアジア、欧州、米州、その他の 4大地域
へと括り方が若干変化している（近年の国内外拠点の詳細については、前出の図表 11と図
表 12 を参照せよ）。上述のように、台達は早くも 1980 年代から海外拠点設立を始めたの
だが、2008年までの「年報」には「グルーバル拠点配置」は組織構造図上には出ていない。
図表 15 台達電子の企業組織構造































































































達電子, 各年版の 2015年版, p. 12）という役割があり、新事業発展管理の機能を吸収してい
るのである。
図表 17 台達電子の主な事業分野（2010～16 年）






























図表 18 台達電子の主要製品（2010～16 年）






































































































































































































「デルタ・スマート製造プロジェクト」（「台達智能製造専案」 DSM：Delta Smart Manufacturing）
のことであろう（台達電子, 各年版の 2016年版, p. 3）。
51
ことを考慮する。．．．2年余りの取り組みの結果、現在、大体 13～15％の生産工程はロ
ボットで代替できる」」（林苑卿・林宏達, 2018, pp. 111-112）。
・ 人員削減：「2017年、我々は大体 20％の人員を削減した。大陸では 3,000人余りの人員
削減を実現した。続いて、生産ラインの設計段階で、自動化工程の規格に基づいて設計





















（merger and acquisition）に頼ることは比較的少なかったのだが、近年は CEOの鄭平氏の下
で重要なM&Aが実施されている。以下はその主なものである42）。






















































出所：楠木（2010, p. 234）の図 3・10を引用。
図表 20 ストーリーの「筋の良さ」















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































湾投資通信』（October 2010）vol.182, pp. 6-7。















林宏達（2018）「統領 4600億元帝國的低調狠角色 台達電 鄭平 鉄血接班」『財訊雙週刊』（2018
年 1月 11日）pp. 100-109。














廠」『數位時代』（2018 年 7 月 31 日）https://www.bnext.com.tw/article/50079/geopolitics-delta-
conditional-voluntary-tender-offer-thailand-india。















delta-2013 台達電子本社での面談調査（2013年 11月 28日実施）。
delta-2015 同（2015年 1月 27日）。
delta-2017 同（2017年 9月 26日）。
delso-2012 旺能光電（DelSolar）（当時、台達電子の子会社）での面談調査（2012 年 7 月 27日
実施）。
